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『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
八
月
甲
辰
条
に
つ
い
て

ー

l
寺
封
に
関
す
る
浄
御
原
令
文
の
存
否
を
め
ぐ
っ
て
｜
｜

長

スa、
／口！

山

立’
早~

は
じ
め
に

『続日本紀J大宝元年八月甲辰条について

七
世
紀
以
降
、
日
本
古
代
国
家
の
根
本
法
典
で
あ
る
律
令
法
が
数
度
に
わ
た
っ
て
編
纂
さ
れ
た
が
、
そ
の
原
本
は
い
ず
れ
も
現
在

に
伝
わ
ら
な
い
。
養
老
令
は
平
安
期
の
注
釈
書
で
あ
る
「
令
義
解
』
に
よ
っ
て
大
体
が
知
ら
れ
、
そ
れ
以
前
の
大
宝
令
に
つ
い
て
は

『
令
集
解
」
に
載
せ
る
大
宝
令
の
注
釈
書
で
あ
る
古
記
よ
っ
て
比
較
的
多
く
の
条
文
が
復
原
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
天
武
・
持
統

（

1
）
 

朝
に
編
纂
さ
れ
た
浄
御
原
律
令
に
つ
い
て
は
、
復
原
作
業
は
ほ
と
ん
ど
進
ん
で
い
な
い
。
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
発
卯
条
の
大
宝

令
の
完
成
施
行
を
一
不
す
記
事
に
「
大
略
は
浄
御
原
朝
庭
を
以
て
准
正
と
為
す
」
と
あ
る
こ
と
な
ど
を
手
が
か
り
と
し
て
、
い
く
つ
か

（

2
）
 

の
条
文
が
復
原
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
い
る
。

そ
の
中
で
、
『
続
日
本
紀
」
大
宝
元
年
八
月
甲
辰
条
に
載
せ
る
寺
封
の
取
り
扱
い
を
定
め
た
太
政
官
処
分
が
、
養
老
禄
令
寺
不
在

食
封
之
例
条
に
相
当
す
る
浄
御
原
令
文
の
存
否
に
つ
い
て
検
討
す
る
手
が
か
り
と
な
り
う
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
ま
た
同
条
は
『
続

175 



日
本
紀
』
写
本
の
校
訂
上
の
問
題
も
苧
ん
で
い
る
の
で
そ
の
点
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
い
。
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新
訂
増
補
国
史
大
系
『
続
日
本
紀
』
（
以
下
、
国
史
大
系
本
と
称
す
る
）
大
宝
元
年
八
月
甲
辰
条
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
み
え
る
。

太
政
官
慮
分
ス
ラ
ク
。
近
江
ノ
園
志
我
ノ
山
寺
ノ
封
。
起
コ
テ
庚
子
ノ
年
四
一
一
計
ル
ニ
満
二
舟
歳

J

一
。
観
世
音
寺
筑
紫
ノ
尼
寺
ノ
封
。

〔
天
武
四
年
〕

起
コ
テ
大
賓
元
年
一
一
計
浦
口
五
歳
↓
並
ニ
停
コ
止
メ
之
↓
。
皆
准
μ
封
ニ
施
以
物
ヲ

O

（
返
り
点
、
送
り
仮
名
は
す
べ
て
同
書
に
よ
る
）

（

3
）
 

近
江
国
志
我
山
寺
は
『
扶
桑
略
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
智
七
年
に
天
皇
の
発
願
に
よ
り
創
建
さ
れ
た
崇
福
寺
の
こ
と
で
あ
り
、
筑
紫
観

（

4
）
 

世
音
寺
も
天
智
天
皇
が
百
済
救
援
の
役
の
最
中
に
九
州
朝
倉
宮
で
崩
じ
た
母
斉
明
帝
の
追
善
の
た
め
に
造
営
を
発
願
し
た
寺
で
あ
る
。

筑
紫
尼
寺
は
不
明
で
あ
る
が
、
観
世
音
寺
に
付
随
す
る
寺
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
（
「
扶
桑
略
記
』
は
「
尼
寺
」
は
な
く
「
筑
紫
観
世
音

寺
」
と
す
る
）
。
右
の
太
政
官
処
分
は
志
我
山
寺
、
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
に
つ
い
て
、
前
者
は
「
庚
子
年
」
を
起
点
と
し
て
満
三

十
年
、
後
者
は
大
宝
元
年
を
起
点
と
し
て
満
五
年
に
至
れ
ば
、
そ
の
寺
封
を
並
び
に
停
止
し
、
封
に
准
じ
て
物
を
施
入
す
べ
き
こ
と

を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
は
そ
れ
ら
寺
封
を
停
止
す
る
時
期
は
い
つ
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
国
史
大
系
本
は
、
「
庚
子
年
」
に
［
天
武
四
年
」
と
傍
注
を
施
し
て
い
る
。
天
武
四
年
は
西
暦
六
七
五
年
で

満
三
十
年
後
は
慶
雲
二
（
七
O
五
）
年
、
ま
た
大
宝
元
（
七
O
一
）
年
か
ら
満
五
年
後
は
慶
雲
三
（
七
O
六
）
年
で
あ
る
か
ら
、
国
史

大
系
本
の
編
者
に
よ
れ
ば
、
両
寺
は
そ
れ
ぞ
れ
慶
雲
二
（
七
O
五
）
年
と
慶
雲
三
（
七
O
六
）
年
に
期
限
を
迎
え
、
並
び
に
寺
封
を

停
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
天
武
四
年
は
実
は
「
庚
子
年
」
で
は
な
く
「
乙
亥
年
」
で
あ
る
。
天
武
四
年
は
部
曲
廃
止
の

（

5
）
 

詔
が
出
さ
れ
た
年
で
、
翌
天
武
五
年
に
は
諸
王
諸
臣
の
西
国
の
封
戸
を
東
国
に
代
え
て
支
給
す
る
な
ど
し
て
い
る
の
で
、
天
武
四
年



は
寺
封
に
関
す
る
政
策
が
出
さ
れ
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
時
期
と
み
て
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
現
に
史
料

が
「
庚
子
年
」
と
明
記
す
る
も
の
を
、
「
乙
亥
年
」
と
読
み
替
え
る
の
は
史
料
の
扱
い
と
し
て
適
切
と
は
言
い
難
い
。
あ
る
い
は
単

に
「
天
武
四
年
」
の
傍
注
が
「
文
武
四
年
」
の
誤
記
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
「
庚
子
年
」
は
文
武
四
（
七
O
O
）
年
だ
か
ら
で
あ

る
そ
れ
で
は
表
記
通
り
「
庚
子
H
文
武
四
年
」
を
前
提
に
太
政
官
処
分
の
定
め
る
内
容
を
読
む
と
ど
う
な
る
か
。
文
武
四
年
は
太
政

官
処
分
が
出
さ
れ
た
大
宝
元
（
七
O
O）
年
の
前
年
に
当
た
る
。
日
本
思
想
大
系
『
律
食
の
禄
令
U
寺
不
在
食
封
之
例
条
の
注
記

lま
天
武
九
年
四
月
の
勅
で
諸
寺
の
食
封
は
賜
封
以
後
三
十
年
開
だ
け
そ
の
所
有
を
認
め
る
こ
と
と
し
（
書
紀
）
、
こ
の
制
が
大
宝
元
年
の
大
宝

令
施
行
ま
で
継
続
、
以
後
、
五
年
の
制
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
場
合
、
す
で
に
支
給
さ
れ
て
い
る
食
封
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
制
が
適
用
さ

れ
た
（
続
紀
、
大
宝
元
年
八
月
甲
辰
条
）
。

『続日本紀J大宝元年八月甲辰条について

と
し
て
い
る
。
天
武
九
年
勅
と
は
『
日
本
書
紀
』
天
武
九
年
四
月
是
月
条
に
載
せ
る
次
の
記
事
で
あ
る
。

勅
。
凡
諸
寺
者
。
自
レ
今
以
後
。
除
τ
矯
－
一
園
大
寺
二
二
子
以
外
。
官
司
莫
レ
治
。
唯
其
有
二
食
封
－
者
。

先
後
限
ニ
舟
年
↓
若
敷
レ
年
涌
レ
舟
則
除
之
。
（
後
略
）

一
一
、
三
の
国
の
大
寺
を
除
き
、
以
後
、
諸
寺
に
対
す
る
官
司
の
管
理
保
護
を
止
め
る
こ
と
、
食
封
を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
、
先
後

三
十
年
を
限
り
、
三
十
年
に
満
ち
た
場
合
、
支
給
を
停
止
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
従
っ
て
、
『
律
令
』
の
注
記
の
解
釈
に
よ

っ
て
大
宝
元
年
八
月
甲
辰
の
太
政
官
処
分
の
意
図
を
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
大
宝
令
が
施
行
さ
れ
た
大
宝
元
（
七
O
二
年
を
境
と
し

て
、
庚
子
年
（
文
武
四
年
H

七
O
O年
）
に
支
給
さ
れ
た
志
我
山
寺
の
寺
封
は
、
大
宝
令
施
行
以
前
の
施
入
で
あ
る
か
ら
、
天
武
九

年
の
勅
に
よ
っ
て
、
文
武
四
年
を
起
点
と
し
て
三
十
年
間
支
給
と
し
、
大
宝
元
年
施
入
の
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
の
寺
封
は
（
大
宝

177 
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令
の
）
五
年
の
制
を
適
用
し
て
、
大
宝
元
年
を
起
点
と
し
て
五
年
後
に
支
給
を
停
止
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（

8
）
 

ち
な
み
に
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
八
月
甲
辰
条
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
で
、
本
文
は

178 

太
政
官
処
分
、
近
江
国
志
我
山
寺
封
、
起
－
一
庚
子
年
一
計
満
ニ
舟
歳
ベ
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
封
、

起
ニ
大
宝
元
年
一
計
満
ニ
五
歳
一
並
停
コ
止
之
↓
皆
准
レ
封
施
レ
物
。
（
返
り
点
、
送
り
仮
名
は
す
べ
て
同
書
に
よ
る
）

と
し
、
志
我
山
寺
（
崇
福
寺
）
に
つ
い
て
、
「
庚
子
年
」
は
「
前
年
の
文
武
四
年
。
そ
の
年
に
封
戸
を
施
入
」
と
注
記
し
、
「
満
三
十

歳
」
に
つ
い
て
は
、
「
大
宝
令
施
行
以
前
の
施
入
な
の
で
、
天
武
九
年
三
月
勅
の
寺
封
は
三

O
年
後
に
収
公
す
る
と
い
う
法
を
適
用

す
る
」
と
注
記
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
「
大
宝
元
年
」
の
部
分
に
は
「
こ
の
年
に
施
入
」
と
注
記
を
施
し
て
い
る
。
観
世
音
寺
・
筑

紫
尼
寺
の
寺
封
は
大
宝
令
施
行
の
年
で
あ
る
大
宝
元
年
に
施
入
さ
れ
た
の
で
、
大
宝
令
を
適
用
し
て
満
五
年
後
に
寺
封
を
停
止
さ
れ

る
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
確
認
し
た
い
の
は
、
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
」
と
も
に
、
大
宝
元
年
の
大
宝
令

施
行
を
境
と
し
て
勅
に
よ
る
施
入
が
三
十
年
か
ら
五
年
に
改
め
ら
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
実
は
大
宝
禄
令
の
当
該
条
文
の
内
容
は
明

ら
か
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

同
条
の
養
老
令
文
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

凡
寺
。
不
レ
在
－
註
封
之
例
↓
若
以
ニ
別
勅
－
権
封
者
。
不
レ
拘
ニ
此
令
↓
権
。
謂
。
五
年
以
下
。

原
則
と
し
て
寺
に
は
食
封
を
支
給
し
な
い
こ
と
、
例
外
と
し
て
別
勅
を
以
て
権
に
寺
封
を
支
給
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
、
「
権
（
か

り
に
）
」
と
は
五
年
以
下
の
こ
と
で
あ
る
と
本
注
を
付
し
て
い
る
。
次
に
『
令
集
解
』
当
該
条
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る。



凡
寺
不
レ
在
二
食
封
之
例
↓
若
以
ニ
別
勅
－
権
封
者
。
不
レ
拘
ニ
此
令
↓

釈
云
。
説
文
。
拘
止
也
。
音
挙
隅
反
也
。

権
謂
五
年
以
下
。

朱
云
。
未
レ
知
。
此
文
。
勅
為
レ
不
レ
称
二
年
限
－
欺
。
答
。
然
也
。

若
勅
不
レ
称
ニ
権
字
－
者
為
レ
別
哉
何
。

『続日本紀』大宝元年八月甲辰条について

こ
こ
に
は
養
老
令
の
注
釈
で
あ
る
令
釈
と
朱
記
の
注
釈
は
あ
る
が
大
宝
令
の
注
釈
で
あ
る
古
記
は
載
せ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
同
条
に
相

当
す
る
大
宝
令
文
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な
い
。
従
っ
て
、
大
宝
元
年
八
月
甲
辰
条
の
記
事
こ
そ
が
大
宝
令
文
の
存
在
を

推
定
す
る
根
拠
で
あ
る
と
い
え
る
。
同
条
に
見
え
る
太
政
官
処
分
が
、
観
世
音
寺
の
寺
封
に
つ
い
て
わ
ざ
わ
ざ
五
年
を
限
る
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
大
宝
令
に
も
別
勅
に
よ
る
寺
封
は
五
年
以
下
と
す
る
例
外
規
定
が
あ
っ
た
と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（

9
）
 

『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
、
天
平
六
年
に
、
三
年
を
限
っ
て
四
天
王
寺
に
食
封
二
百
戸
を
施
入
し
、
同
十
年
に
は
五
年
を
限
っ
て
観

（

叩

）

（

日

）

世
音
寺
に
食
封
百
戸
を
施
入
し
て
い
る
。
ま
た
天
平
二
十
年
の
「
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
に
は
、
養
老
六
年
に
法
隆
寺

に
五
年
を
限
っ
て
食
封
三
百
戸
を
施
入
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
大
宝
令
制
下
の
記
事
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
も
、

大
宝
禄
令
当
該
条
に
は
別
勅
五
年
以
下
の
寺
封
の
支
給
を
定
め
る
例
外
規
定
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

問
題
は
浄
御
原
令
と
の
関
係
で
あ
る
。
日
本
思
想
大
系
『
律
令
』
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
」
の
注
記
は
、
文
武
四

年
の
段
階
で
は
大
宝
令
が
施
行
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
天
武
九
年
の
制
に
よ
っ
て
三
十
年
支
給
と
し
た
と
み
な
し
て
い
る
が
、
特
に

浄
御
原
令
と
の
関
連
に
つ
い
て
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
持
統
朝
に
施
行
さ
れ
た
浄
御
原
令
で
は
寺
封
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
定

め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
太
政
官
処
分
の
内
容
か
ら
み
て
、
浄
御
原
令
に
は
少
な
く
と
も
別
勅
五
年
以
下
支
給
の
例
外
規
定

は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
翻
っ
て
、
別
勅
三
十
年
支
給
が
明
文
化
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
。
さ
ら
に
い
え

ば
、
寺
へ
の
食
封
不
支
給
を
定
め
た
原
則
規
定
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
も
不
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
次
に
『
日
本
書
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紀
」
の
関
連
記
事
を
検
討
し
て
み
た
い
。
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「
日
本
書
紀
』
に
よ
れ
ば
、
天
武
朝
に
は
寺
封
に
関
す
る
政
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
天
武
八
年
四
月
乙
卯
条
に

詔
日
。
商
引
量
諸
有
二
食
封
－
寺
所
由
μ

而
可
レ
加
加
之
。
可
レ
除
除
之
。

と
あ
り
、
食
封
の
支
給
を
受
け
て
い
る
寺
の
所
由
を
商
量
し
て
支
給
す
べ
き
も
の
は
継
続
し
、
除
く
べ
き
も
の
は
停
止
せ
よ
と
命
じ

て
い
る
。
翌
天
武
九
年
四
月
是
月
条
で
は
、
前
述
の
如
く
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
、
国
の
大
寺
を
除
き
、
以
後
、
諸
寺
に
対
す
る
官
司

の
管
理
保
護
を
止
め
る
こ
と
、
食
封
を
支
給
さ
れ
て
い
る
場
合
、
先
後
三
十
年
を
限
り
、
三
十
年
に
満
ち
た
場
合
、
支
給
を
停
止
す

べ
き
こ
と
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
原
則
と
し
て
寺
に
は
食
封
を
支
給
し
な
い
こ
と
、
別
勅
に
よ
っ
て
例
外
的
に

支
給
す
る
場
合
に
は
三
十
年
を
限
る
政
策
が
確
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
六
年
後
の
朱
烏
元
年
八
月
己
丑
条
に
よ
れ
ば
、
檎
隈
寺
・

（ロ）

軽
寺
・
大
窪
寺
に
三
十
年
を
限
っ
て
各
々
封
百
戸
を
施
入
し
て
い
る
。

そ
の
後
、
持
統
朝
に
入
る
と
同
種
の
記
事
は
み
え
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
浄
御
原
令
で
は
明
文
化
さ
れ
な
か
っ
た
か
と
も
思
わ
れ

る
が
、
文
武
朝
に
至
り
、
「
続
日
本
紀
』
文
武
三
（
六
九
九
）
年
六
月
戊
戊
条
に
は

施
ニ
山
田
寺
封
三
百
戸
↓
限
ニ
舟
年
一
也
。

と
あ
り
、
山
田
寺
に
三
十
年
を
限
っ
て
寺
封
三
百
戸
を
施
入
し
て
い
る
。
浄
御
原
令
制
下
を
通
じ
て
別
勅
三
十
年
以
下
の
制
が
守
ら



れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
天
武
九
年
勅
及
び
そ
の
後
の
諸
寺
へ
の
寺
封
施
入
の
例
か
ら
み
て
、
浄
御
原
禄
令
に
も
寺
封

に
関
す
る
規
定
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
別
勅
を
以
て
例
外
的
に
寺
封
を
支
給
す
る
場
合
に
は
三
十
年
を
限
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。
恐
ら
く
寺
へ
の
食
封
施
入
を
止
め
る
原
則
規
定
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
こ
に
一
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
大
宝
元
年
の
太
政
官
処
分
が
文
武
四
年
に
施
入
さ
れ
た
志
我
山
寺
に
つ
い
て
は
特
に
三

十
年
間
の
支
給
を
確
認
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

れ
て
い
な
い
点
が
気
に
か
か
る
の
で
あ
る
。

一
年
違
い
の
文
武
三
年
に
施
入
さ
れ
た
山
田
寺
の
寺
封
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
触

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
大
宝
元
年
八
月
甲
辰
条
に
つ
い
て
、
以
上
に
述
べ
た
こ
と
と
は
全
く
異
な
る
読
み
と
解
釈
を
示
し
て
い

（日）

る
説
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
増
補
六
国
史
『
続
日
本
紀
』
（
以
下
、
朝
日
本
と
称
す
る
）
で
は
大
宝
元
年
八
月
甲
辰
条
の
当
該
部
分
が

近
江
園
志
我
山
寺
ノ
封
ハ
、
起
ニ
庚
午
年
寸
計
満
ニ
舟
歳
一
一
、
観
世
音
寺
筑
紫
尼
寺
ノ
封
ハ
、

起
こ
大
賓
元
年
一
計
満
ニ
五
歳
↓
並
停
止
セ
ョ
之
。
（
傍
点
筆
者
）

『続日本紀J大宝元年八月甲辰条について

と
な
っ
て
お
り
、
「
近
江
園
志
我
山
寺
の
封
は
庚
午
年
よ
り
起
っ
て
計
る
に
三
十
歳
に
満
つ
、
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
封
は
大
宝
元

年
よ
り
起
っ
て
計
る
に
五
歳
に
満
つ
れ
ば
、
並
び
に
停
止
せ
よ
」
と
読
む
か
の
如
く
で
あ
る
。
国
史
大
系
本
と
の
大
き
な
違
い
は
、

「
庚
子
年
」
で
は
な
く
「
庚
午
年
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
に
は
頭
注
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

庚
午
年
、
天
智
九
年
な
り
同
年
よ
り
起
算
す
る
に
昨
年
に
て
三
十
年
に
満
て
り

故
に
満
三
十
年
と
云
原
本
午
を
子
に
作
る
曽
本
淀
本
に
拠
て
改
む
。

原
本
に
あ
っ
た
「
庚
子
年
」
を
曽
本
、
淀
本
に
よ
っ
て
「
庚
午
年
H
天
智
九
年
」
に
改
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
朝
日
本
の
編
者
佐

伯
有
義
氏
は
、
当
該
部
分
を
、
天
智
九
（
六
七
O
）
年
か
ら
数
え
て
三
十
年
目
の
文
武
四
（
七
O
O
）
年
に
食
封
支
給
の
年
限
が
満

ち
た
の
で
、
翌
大
宝
元
年
の
太
政
官
処
分
は
年
限
満
了
と
し
て
崇
福
寺
へ
の
寺
封
支
給
停
止
を
確
認
し
た
と
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
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う
。
こ
の
佐
伯
氏
の
解
釈
に
従
え
ば
、
太
政
官
処
分
が
文
武
三
年
に
三
十
年
を
限
っ
て
施
入
さ
れ
た
山
田
寺
の
寺
封
に
つ
い
て
は
触

れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
志
我
山
寺
の
寺
封
に
つ
い
て
の
み
停
止
を
確
認
し
て
い
る
こ
と
が
容
易
に
理
解
で
き
る
。
大
宝
令
施
行
の
大

宝
元
年
を
境
に
、
そ
れ
以
前
の
施
入
に
つ
い
て
は
浄
御
原
令
制
の
三
十
年
支
給
の
制
を
適
用
し
、
大
宝
元
年
以
後
の
施
入
に
つ
い
て

は
大
宝
令
の
規
定
に
よ
っ
て
五
年
を
限
る
と
い
う
原
則
を
確
認
し
、
た
だ
志
我
山
寺
の
分
に
つ
い
て
は
大
宝
令
施
行
の
前
年
に
す
で

に
年
限
が
満
ち
て
い
る
の
で
、
誤
解
を
避
け
る
た
め
特
に
停
止
を
確
認
し
た
と
説
明
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
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ほ
か
に
「
庚
子
年
」
と
「
庚
午
年
」
の
異
同
に
触
れ
る
も
の
と
し
て
直
木
孝
次
郎
氏
他
の
訳
注
に
よ
る
東
洋
文
庫
『
続
日
本
紀
』

（
以
下
、
東
洋
文
庫
本
と
称
す
る
）
が
あ
る
。
当
該
部
分
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
訳
注
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
磯
田
信
義
氏
の
訳

注）。

し

が

近
江
国
の
志
我
山
寺
（
中
略
）
の
食
封
に
つ
い
て
は
、
庚
子
の
年
（
文
武
四
年
H
七
O
O
年
。
古
写
本
の
多
く
は
庚
子
と
す
る
が
、
曽
我

本
・
淀
本
な
ど
「
庚
午
」
と
す
る
も
の
も
あ
る
。
庚
午
な
ら
天
智
元
年
）
よ
り
［
逆
］
算
し
て
〔
す
で
に
〕
満
三
十
年
と
な
っ
て
お
り
、
観

世
音
寺
（
中
略
）
と
筑
紫
尼
寺
（
不
明
）
の
食
封
に
つ
い
て
は
、
大
宝
元
（
七
O
二
年
か
ら
逆
算
し
て
〔
す
で
に
〕
満
五
年
に
な
っ
て
い

る
の
で
、
と
も
に
こ
れ
を
停
止
し
て
、
〔
新
た
に
禄
令
の
規
定
（
凶
寺
不
在
食
封
之
例
条
に
、
寺
は
食
封
の
例
に
入
れ
な
い
、
封
戸
を
施
入

す
る
と
き
は
五
年
を
限
る
、
と
あ
る
）
に
よ
り
、
各
寺
に
〕
皆
食
封
に
准
じ
て
物
を
施
入
す
る
よ
う
に
せ
よ
。

「
庚
子
年
」
と
「
庚
午
年
」
の
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
は
両
論
併
記
の
形
だ
が
、
「
庚
子
年
」
「
大
宝
元
年
」
共
に
あ
る
時
点
か
ら

「
逆
算
」
し
た
年
と
み
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
、
結
局
、
志
我
山
寺
と
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
と
も
大
宝
元
年
に
満
期
が
き
て
、
「
並

び
に
停
止
」
さ
れ
た
と
解
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
「
満
三
十
年
」
の
部
分
に
付
さ
れ
た
注
記
に
よ
っ

て
よ
り
明
ら
か
と
な
る
。
注
記
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

志
我
山
寺
（
崇
福
寺
）
は
天
智
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
寺
。
正
確
な
創
立
年
や
食
封
支
給
年
代
は
不
明
で
あ
る
が
、
天
智
九



（
六
七
O
）
年
に
食
封
が
支
給
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
庚
子
の
年
（
七
年
）
ま
で
三
十
年
と
な
る
。
以
下
に
み
え
る
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
に

つ
い
て
も
食
封
支
給
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
持
統
十
（
六
九
六
）
年
に
支
給
さ
れ
、
大
宝
元
（
七
O
一
）
年
ま
で
五
年
を
経
過
し
た
の
で
あ

ろ、っ。

『続日本紀』大宝元年八月甲辰条について

こ
れ
を
み
る
と
、
当
該
条
の
本
文
は
「
庚
子
年
」
の
ま
ま
で
、
「
庚
子
年
」
か
ら
三
十
年
を
逆
算
し
、
該
当
す
る
「
庚
午
年
」
を
寺

封
支
給
の
年
と
解
す
る
こ
と
で
、
結
局
は
「
庚
午
年
」
と
校
訂
し
た
朝
日
本
と
同
じ
結
論
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
東
洋
文

庫
本
が
「
庚
子
年
」
「
大
宝
元
年
」
を
逆
算
の
起
点
と
し
た
の
は
「
並
停
止
之
」
と
い
う
表
記
を
重
視
し
、
大
宝
元
年
に
三
寺
と
も

寺
封
を
停
止
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
に
解
釈
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
偶
々
「
庚
子
年
」
で
は
な
く
「
庚
午
年
H
天
智

九
年
」
と
す
る
写
本
の
存
在
す
る
こ
と
か
ら
想
起
し
た
解
釈
に
過
ぎ
ず
、
ま
し
て
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
に
つ
い
て
は
、
持
統
十
年

を
支
給
の
起
点
と
す
る
根
拠
は
な
い
。
太
政
官
処
分
の
意
図
は
大
宝
令
の
施
行
を
境
と
し
て
規
準
を
立
て
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
は

ま
ず
疑
い
な
い
か
ら
、
東
洋
文
庫
本
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
共
に
大
宝
令
施
行
以
前
の
施
入
で
あ
る
志
我
山
寺
と
観
世
音
寺
・
筑
紫

尼
寺
に
つ
い
て
な
ぜ
一
方
を
三
十
年
支
給
と
し
、
他
方
を
五
年
支
給
と
す
る
の
か
が
説
明
で
き
な
く
な
る
。
や
は
り
、
「
庚
子
年
」

を
起
点
に
し
て
将
来
へ
向
か
っ
て
、
満
三
十
年
後
、
同
じ
く
大
宝
元
年
を
起
点
に
満
五
年
後
に
「
並
び
に
停
止
」
す
る
と
素
直
に
読

む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
る
と
検
討
す
べ
き
問
題
は
朝
日
本
の
よ
う
に
「
庚
子
年
」
を
「
庚
午
年
」
と
校
訂
し
て
読
む
の
が
よ
い
か
ど
う
か
で
あ
る
。
い

い
か
え
れ
ば
曽
本
、
淀
本
の
写
本
と
し
て
の
信
頼
性
だ
が
、
朝
日
本
の
凡
例
に
よ
れ
ば
、
曽
本
は
水
戸
徳
川
侯
爵
所
蔵
（
彰
考
館
所

蔵
）
の
曽
我
本
、
淀
本
は
淀
藩
稲
葉
氏
の
旧
蔵
で
、
佐
伯
有
義
氏
の
所
蔵
本
で
あ
る
（
現
在
は
学
習
院
大
学
の
所
蔵
）
。
北
川
和
秀
氏

の
札
烈
に
よ
れ
ば
、
『
続
日
本
紀
』
の
写
本
は
卜
部
本
系
統
と
金
沢
文
庫
本
系
統
に
大
別
さ
れ
る
が
、
淀
本
は
金
沢
文
庫
本
を
祖
本

と
す
る
写
本
の
一
つ
で
寛
文
！
元
禄
（
一
六
六
一

1
一七
O
三
）
頃
の
書
写
と
さ
れ
る
。
し
か
し
祖
本
で
あ
る
金
沢
文
庫
本
（
蓬
左
文
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庫
所
蔵
）
で
は
当
該
部
分
は
「
庚
子
」
と
な
っ
て
い
る
。
金
沢
文
庫
本
は
『
続
日
本
紀
』
の
現
存
す
る
最
古
の
写
本
で
あ
り
、
そ
の

価
値
は
高
い
。
但
し
、
大
宝
元
年
を
含
む
巻
一
か
ら
巻
十
に
当
た
る
部
分
は
慶
長
年
間
に
補
写
さ
れ
て
お
り
、
卜
部
本
系
統
に
属
す

る
内
閣
本
（
慶
長
十
八
年
頃
書
写
）
を
写
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
淀
本
が
慶
長
補
写
以
前
の
金
沢
文
庫
本
の
古
態
を

残
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
岡
本
が
「
庚
午
年
」
と
し
て
い
る
こ
と
は
俄
然
重
要
性
を
帯
び
て
く
る
が
、
実
際
に
は
巻
一
か
ら
巻
十

に
相
当
す
る
部
分
に
つ
い
て
も
淀
本
は
基
本
的
に
慶
長
補
写
以
後
の
金
沢
文
庫
本
と
一
致
し
て
い
る
。
し
か
も
淀
本
は
慶
長
補
写
の

金
沢
文
庫
本
を
直
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
元
和
校
本
を
経
て
い
る
こ
と
が
北
川
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
元
和
校
本

は
元
和
八
（
一
六
二
二
）
年
に
金
沢
文
庫
本
（
又
は
そ
の
転
写
本
）
を
底
本
と
し
て
、
三
条
西
実
隆
の
自
筆
本
（
永
正
十
二
年
書
写
）

で
校
訂
し
た
本
の
転
写
本
で
あ
る
。
曽
我
本
も
ま
た
元
和
校
本
か
ら
出
た
と
思
わ
れ
る
写
本
で
あ
り
、
両
本
と
も
『
続
日
本
紀
』
の

本
文
校
訂
上
に
お
け
る
位
置
は
低
い
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
曽
我
本
、
淀
本
に
依
拠
し
て
当
該
部
分
を
「
庚
午
年
」
と
校

訂
す
る
こ
と
は
適
切
と
は
言
い
難
い
の
で
あ
る
。
但
し
、
興
味
深
い
の
は
写
本
の
系
統
上
で
親
子
関
係
に
な
い
淀
本
、
曽
我
本
が
共
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に
「
庚
午
年
」
と
し
て
い
る
こ
と
で
、
両
本
と
も
親
本
が
元
和
校
本
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
み
る
と
、
「
庚
午
年
」
へ
の
変
更
は

単
な
る
誤
写
で
は
な
く
、
元
和
の
校
合
作
業
に
お
い
て
、
考
証
の
結
果
、
『
続
日
本
紀
』
原
本
に
は
「
庚
午
年
」
と
記
さ
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
、
意
図
的
に
校
訂
し
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

古
写
本
と
い
え
ど
も
原
本
で
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
か
ら
、
古
い
段
階
で
す
で
に
写
本
に
間
違
い
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性

も
皆
無
で
は
な
い
。
そ
の
限
り
で
は
元
和
校
本
や
朝
日
本
の
よ
う
に
当
該
部
分
を
「
庚
午
年
」
と
し
て
、
太
政
官
処
分
の
内
容
を
解

釈
す
る
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
場
合
に
字
句
の
訂
正
が
許
さ
れ
る
の
は
そ
の
ま
ま
で
は
全
く
文
意
が
通
じ
ず
、

あ
る
い
は
既
知
の
歴
史
事
実
に
反
す
る
と
い
っ
た
例
外
的
な
場
合
に
限
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
大
宝
元
年
八
月
甲
辰
条
の
場
合
は

字
句
を
訂
正
す
る
必
然
性
は
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
志
我
山
寺
（
崇
福
寺
）
へ
の
食
封
の
施
入
が
庚
子
年
（
七
O
O年
H

文
武
四

年
）
に
行
わ
れ
た
と
し
て
も
十
分
に
文
意
は
通
じ
る
し
、
実
際
に
こ
の
年
に
食
封
の
施
入
が
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
か
ら
で
あ
る
。



『
続
日
本
紀
」
天
平
元
年
（
七
二
九
年
）
八
月
発
亥
条
に

在
ニ
近
江
圏
一
紫
郷
山
寺
者
入
ニ
官
寺
之
例
↓

と
あ
り
、
紫
郷
山
寺
（
志
我
山
寺
）
を
官
寺
の
例
に
入
れ
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
文
武
四
（
七
O
O
）
年
に
施
入
さ
れ
た
寺

封
が
、
大
宝
元
年
の
太
政
官
処
分
に
よ
り
、
天
平
二
（
七
三
O
）
年
に
満
三
十
年
の
期
限
を
迎
え
る
こ
と
を
契
機
に
、
官
寺
と
し
て

今
後
も
保
護
を
加
え
て
ゆ
く
こ
と
を
決
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『続日本紀J大宝元年八月甲辰条について

大
宝
元
年
八
月
甲
辰
条
の
当
該
部
分
が
「
庚
子
年
」
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
大
宝
元
年
の
太
政
官
処

分
が
出
さ
れ
た
背
景
を
め
ぐ
っ
て
い
く
つ
か
検
討
す
べ
き
疑
問
が
残
る
。
第
一
に
文
武
四
年
に
施
入
さ
れ
た
志
我
山
寺
に
つ
い
て
は

三
十
年
間
の
支
給
を
確
認
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
一
年
違
い
の
文
武
三
年
に
施
入
さ
れ
た
山
田
寺
に
つ
い
て
触
れ
て
い
な
い
こ
と
、

第
二
に
、
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
に
寺
封
が
施
入
さ
れ
た
の
は
い
つ
か
。
大
宝
元
年
に
施
入
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
以
前
に

施
入
さ
れ
て
い
た
が
、
大
宝
令
施
行
後
も
特
例
と
し
て
大
宝
元
年
か
ら
五
年
間
は
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

第
一
の
疑
問
に
つ
い
て
は
、
大
宝
令
編
纂
過
程
と
関
連
さ
せ
て
理
解
す
る
こ
と
で
説
明
が
可
能
で
あ
る
。
大
宝
令
の
成
立
に
つ
い

て
は
、
文
武
四
年
に
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
大
宝
元
年
八
月
に
完
成
し
た
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
八
月

（日）

球
大
卯
条
に
は
、
刑
部
親
王
や
藤
原
不
比
等
な
ど
の
大
宝
令
編
纂
関
係
者
に
禄
を
賜
う
と
共
に
律
令
が
「
是
に
於
い
て
始
め
て
成
る
」

（口）

と
し
て
お
り
、
通
説
で
は
こ
れ
が
大
宝
律
令
完
成
を
示
す
記
事
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
近
年
、
す
で
に
文
武
四
年
の
段

（日）

階
で
一
応
編
纂
事
業
は
終
わ
っ
て
お
り
、
大
宝
元
年
は
施
行
の
年
と
み
る
べ
き
で
あ
る
と
の
説
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
大
宝
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（
日
）

元
年
八
月
以
前
に
も
大
宝
令
施
行
の
記
事
は
み
ら
れ
る
。
同
年
三
月
甲
午
に
は
新
令
に
よ
り
官
名
位
号
を
改
制
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
、

（

却

）

（

幻

）

四
月
庚
戊
に
は
下
毛
野
古
麻
日
等
三
人
を
以
て
親
王
諸
臣
百
官
人
等
に
新
令
を
講
ぜ
し
め
、
ま
た
六
月
壬
寅
に
は
道
君
首
名
を
大
安

（詑）

寺
に
遣
わ
し
て
僧
尼
令
を
説
か
し
め
、
さ
ら
に
六
月
己
酉
に
は
庶
務
は
一
に
新
令
に
よ
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
る
勅
が
出
さ
れ
て
い
る
。

186 

特
に
注
目
す
べ
き
は
文
武
四
年
三
月
甲
子
条
に

詔
＝
諸
王
臣
一
讃
コ
習
令
文
↓
又
撰
コ
成
律
保
↓

と
あ
り
、
諸
王
臣
に
詔
し
て
令
文
を
読
習
さ
せ
、
律
条
の
撰
成
を
命
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
来
の
通
説
で
は
、
こ
の
記
事
は
大

宝
令
編
纂
の
前
提
と
し
て
浄
御
原
令
文
を
読
習
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
み
な
さ
れ
て
き
た
が
、
む
し
ろ
一
応
編
纂
な
っ
た
大
宝
令

の
条
文
を
読
習
さ
せ
た
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
新
し
い
大
宝
令
を
朝
廷
の
官
人
に
公
布
、
周
知
し
た
う
え
で
、
翌
大
宝
元
年
か
ら

個
々
の
官
司
へ
の
施
行
、
運
用
を
開
始
し
た
と
み
る
方
が
自
然
だ
か
ら
で
あ
る
。
大
宝
令
編
纂
の
経
過
を
こ
の
よ
う
に
理
解
す
る
な

ら
ば
、
浄
御
原
令
制
下
の
文
武
三
年
の
段
階
で
山
田
寺
に
寺
封
を
施
入
す
る
際
に
は
三
十
年
間
支
給
と
す
る
こ
と
に
疑
問
は
な
か
っ

た
が
、
文
武
四
年
段
階
で
は
す
で
に
大
宝
令
編
纂
の
事
業
が
一
段
落
し
、
そ
の
内
容
が
官
人
に
周
知
さ
れ
て
い
た
の
で
、
志
我
山
寺

に
食
封
を
施
入
す
る
に
当
た
っ
て
、
従
前
の
制
を
適
用
す
べ
き
こ
と
を
確
認
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
と
理
解
で
き
る
。

第
二
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
ま
ず
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
へ
の
食
封
の
施
入
時
期
で
あ
る
が
、
も
し
大
宝
元
年
以
前
に
寺
封

が
施
入
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
同
じ
く
浄
御
原
令
制
下
に
食
封
の
施
入
を
受
け
た
志
我
山
寺
が
三
十
年
間
支
給
の
優
遇
措
置
を

受
け
て
い
る
の
に
観
世
音
寺
が
五
年
で
打
ち
切
ら
れ
る
理
由
が
わ
か
ら
な
い
。
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
の
寺
封
は
大
宝
令
施
行
の
年

（

お

）

（

担

）

で
あ
る
大
宝
元
年
に
新
た
に
施
入
さ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
『
続
日
本
紀
』
和
銅
二
年
（
七
O
九
）
二
月
戊
子
条
に
よ
れ

ば
、
観
世
音
寺
の
造
営
が
年
代
を
累
ね
る
と
い
え
ど
も
遅
々
と
し
て
進
ま
ず
、
改
め
て
造
営
推
進
を
促
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
養

（部）

老
七
年
に
は
僧
満
誓
を
遣
わ
し
、
筑
紫
観
世
音
寺
の
造
営
に
当
た
ら
せ
て
い
る
。
前
述
の
如
く
、
天
平
十
年
に
は
五
年
を
限
っ
て
観



世
音
寺
に
食
封
百
戸
を
施
入
し
た
記
事
が
み
え
る
か
ら
、
大
宝
元
年
に
も
造
営
促
進
の
意
味
で
特
に
五
年
を
限
っ
て
食
封
を
施
入
し

た
の
で
あ
ろ
、
っ
。

最
後
に
、
大
宝
元
年
の
太
政
官
処
分
が
な
ぜ
志
我
山
寺
、
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
へ
の
食
封
施
入
に
限
っ
て
定
め
る
の
か
、
い
い

か
え
れ
ば
、
文
武
三
年
の
山
田
寺
と
併
せ
て
、
こ
の
前
後
に
な
ぜ
次
々
と
こ
れ
ら
の
寺
に
食
封
が
施
入
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
背
景
に

つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
主
要
な
寺
院
へ
の
食
封
施
入
は
ほ
と
ん
ど
天
武
朝
に
行
わ
れ
、
『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
限
り
、
持
統
朝

に
は
寺
封
の
施
入
記
事
は
見
え
な
い
。
文
武
朝
に
い
た
っ
て
、
文
武
三
年
に
山
田
寺
、
同
四
年
に
志
我
山
寺
（
崇
福
寺
）
、
大
宝
元

年
に
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
と
次
々
に
寺
封
の
施
入
行
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
特
別
の
意
図
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

『続日本紀』大宝元年八月甲辰条について

観
世
音
寺
創
建
は
斉
明
帝
追
善
を
目
的
と
し
た
天
智
帝
の
発
願
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
志
我
山
寺
（
崇
福
寺
）
は
同
じ
く
天
智
天

皇
の
発
願
、
山
田
寺
は
改
新
政
権
で
右
大
臣
を
努
め
た
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
に
よ
る
創
建
で
あ
る
。
大
宝
元
年
当
時
、
こ
れ
ら
の

寺
に
共
通
し
た
由
縁
を
も
っ
人
物
と
し
て
持
統
太
上
天
皇
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
。
持
統
太
上
天
皇
に
と
っ
て
、
天
智
帝
は
父
、
斉

明
帝
は
父
方
の
祖
母
、
そ
し
て
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
は
母
遠
智
娘
を
通
じ
て
外
祖
父
に
当
た
る
。
夫
天
武
帝
の
死
と
嫡
子
草
壁
皇

子
の
早
世
に
よ
る
皇
統
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
位
を
孫
の
文
武
天
皇
へ
譲
っ
た
晩
年
の
持
統
太
上
天
皇
に
と
っ
て
、
大
宝
元
年
前
後

は
大
任
を
果
た
し
て
安
堵
の
思
い
を
強
く
し
た
時
期
で
あ
る
。
ち
な
み
に
大
宝
二
年
十
月
に
大
宝
律
令
が
天
下
に
施
行
さ
れ
た
直
後

（部）

の
十
二
月
に
持
統
太
上
天
皇
は
崩
じ
て
い
る
。
大
宝
元
年
前
後
に
老
女
帝
の
意
志
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
諸
寺
へ
の
寺
封
支
給
が
行
わ
れ

た
と
考
え
る
こ
と
は
不
自
然
で
は
あ
る
ま
い
。
夫
天
武
天
皇
が
諸
寺
に
対
し
て
積
極
的
に
寺
封
を
支
給
し
て
い
た
こ
と
も
念
頭
に
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
諸
事
情
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
大
宝
元
年
の
大
宝
令
の
施
行
を
契
機
に
、
当
該
諸
寺
に
限
っ
て
寺
封
に
関
す
る
太
政
官

処
分
が
出
さ
れ
た
事
情
も
了
解
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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お
わ
り
に

188 

「
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
八
月
甲
辰
条
を
め
ぐ
っ
て
、
迂
遠
な
考
察
を
重
ね
て
き
た
。
結
論
ら
し
き
も
の
を
述
べ
る
な
ら
ば
、
写

本
の
校
訂
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
金
沢
文
庫
本
等
の
古
写
本
に
よ
る
国
史
大
系
本
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
等
の
本
文
で
問
題
は

な
く
、
朝
日
本
は
訂
正
を
要
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
と
思
う
。

禄
令
寺
不
在
食
封
之
例
条
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
養
老
令
の
別
勅
に
よ
る
寺
封
の
支
給
は
五
年
を
限
る
と
す
る
規
定
は
大
宝
令
に

も
存
在
し
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
く
、
浄
御
原
令
で
は
こ
れ
と
異
な
り
、
別
勅
を
以
て
寺
封
を
支
給
す
る
場
合
、
三
十
年
を
限
る

と
規
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
大
宝
元
年
前
後
に
、
山
田
寺
、
志
我
山
寺
（
崇
福
寺
）
、
観
世
音
寺
・
筑
紫
尼
寺
に
相
次
い
で
寺
封
が
施
入
さ
れ
た
背
景

に
は
、
こ
れ
ら
の
寺
の
創
建
者
で
あ
る
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
日
や
天
智
天
皇
と
血
縁
を
持
つ
持
統
太
上
天
皇
の
意
志
が
働
い
て
お
り
、

そ
の
た
め
に
大
宝
令
施
行
を
契
機
に
、
こ
れ
ら
の
寺
に
つ
い
て
食
封
の
取
り
扱
い
の
区
別
を
明
ら
か
に
す
る
太
政
官
処
分
が
出
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
屋
上
屋
を
架
す
と
の
誹
り
を
免
れ
な
い
結
論
で
あ
る
が
、
大
方
の
御
叱
正
を
賜
わ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（I
）
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
八
月
発
卯
条

遣
二
三
品
刑
部
親
王
、
正
三
位
藤
原
朝
臣
不
比
等
、
従
四
位
下
下
毛
野
朝
臣
古
麻
目
、
従
五
位
下
伊
吉
連
博
徳
・
伊
余
部
連
馬
養
等
一
撰
コ

定
律
令
↓
於
是
始
成
。
大
略
以
ニ
静
御
原
朝
庭
－
第
二
准
正
↓
の
賜
レ
禄
有
レ
差
。

（2
）
瀧
川
政
次
郎
「
天
武
律
令
」
（
『
律
令
の
研
究
』
万
江
書
院
、
一
九
コ
二
年
）
で
は
、
浄
御
原
令
の
篇
名
に
氏
令
や
考
仕
令
が
あ
っ
た

こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
坂
本
太
郎
「
飛
鳥
浄
御
原
律
令
考
」
（
「
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研
究
下
』
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
四
年
）
は
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
発
卯
条
の
「
大
略
以
浄
御
原
朝
庭
矯
准
正
」
を
手
が
か
り
と
し
て
、
「
日
本
書
紀
」
に
み
え



『続日本紀J大宝元年八月甲辰条について

る
天
武
朝
の
詔
勅
の
内
容
が
、
養
老
令
な
い
し
復
原
さ
れ
た
大
宝
令
と
類
似
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
条
文
は
浄
御
原
令
に
も
存
在
し
て
い

た
と
み
な
し
「
日
本
書
紀
」
天
武
天
皇
五
年
八
月
辛
亥
条
に

詔
日
。
四
方
篤
二
大
解
除
↓
用
物
則
園
別
園
造
輸
ニ
抜
柱
↓
馬
一
匹
。
布
一
常
。
以
外
郡
司
各
万
一
口
。
鹿
皮
一
張
。
鍵
一
口
。
刀
子
一

口
。
鎌
一
口
。
矢
一
具
。
稲
一
束
。
且
毎
レ
戸
麻
一
一
候
。

と
み
え
る
大
械
の
内
容
が
浄
御
原
令
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
の
後
の
大
宝
・
養
老
の
神
祇
令
諸
国
条
の

凡
諸
国
須
ニ
大
破
一
者
。
毎
レ
郡
出
二
万
一
口
。
皮
一
張
。
鍬
一
口
。
及
雑
物
等
↓
戸
別
麻
一
条
。
其
国
造
出
ニ
馬
一
疋
↓

と
規
定
す
る
条
文
に
受
け
継
が
れ
た
と
推
定
さ
れ
た
。

（3
）
『
扶
桑
略
記
』
天
智
天
皇
七
年
戊
辰
正
月
七
日
条

於
ニ
近
江
国
志
賀
郡
↓
建
ニ
崇
福
寺
べ
（
後
略
）

（4
）
『
続
日
本
紀
」
和
銅
二
年
二
月
戊
子
条

詔
日
、
筑
紫
観
世
音
寺
、
淡
海
大
津
宮
御
宇
天
皇
、
奉
コ
矯
後
岡
本
宮
御
宇
天
皇
一
誓
願
所
レ
基
也
。
難
レ
累
－
一
年
代
↓
迄
レ
今
未
レ
了
。
宜
下

大
宰
商
量
、
充
ニ
駈
使
丁
五
十
許
人
一
及
逐
ニ
閑
月
↓
差
ニ
発
人
夫
一
専
加
ニ
検
校
一
早
令
市
営
作
μ

（5
）
「
日
本
書
紀
」
天
武
天
皇
四
年
二
月
己
丑
条

詔
日
。
甲
子
年
諸
氏
被
レ
給
部
曲
者
。
自
レ
今
以
後
除
之
。

（6
）
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
五
年
四
月
辛
亥
条

勅
。
諸
王
。
諸
臣
被
レ
給
封
戸
之
税
者
。
除
ニ
以
西
園
↓
相
易
給
ニ
以
東
園
↓

（7
）
日
本
思
想
大
系
3

『
律
令
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
）
。

（8
）
新
日
本
古
典
文
学
大
系
「
続
日
本
紀
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
）

（9
）
『
続
日
本
紀
』
天
平
六
年
三
月
丙
子
条

施
コ
入
四
天
王
寺
食
封
二
百
戸
↓
限
以
ニ
三
年
↓
（
後
略
）

（
叩
）
『
続
日
本
紀
」
天
平
十
年
三
月
丙
申
条

施
二
山
階
寺
食
封
一
千
戸
↓
鱒
寺
食
封
二
百
戸
。
隅
院
食
封
一
百
戸
。

又
限
二
五
年
↓
施
ニ
観
世
音
寺
食
封
一
百
戸
↓
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（
日
）
『
法
隆
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
（
寧
楽
遺
文
）

又
食
封
三
百
戸

右
養
老
六
年
歳
次
壬
戊
、
納
賜
平
城
宮
御
宇
天
皇
者
、
神
亀
四
年
歳
次
丁
卯
年
停
止
。

養
老
六
年
は
西
暦
七
二
二
年
、
神
亀
四
年
は
七
二
七
年
で
満
五
年
を
限
っ
て
施
入
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
尚
、
こ
の
ほ
か
に
、
大
化

三
年
戊
申
の
年
に
巨
勢
徳
陀
に
よ
っ
て
食
封
が
施
入
さ
れ
、
己
卯
年
（
天
武
八
年
）
に
支
給
を
停
止
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

合
食
封
三
百
戸

右
本
記
云
、
又
大
化
三
年
歳
次
戊
申
九
月
廿
一
日
己
亥
、
許
世
徳
陀
高
臣
宣
命
納
賜
、

己
卯
年
停
止
。

法
隆
寺
側
の
史
料
に
よ
っ
て
い
る
が
、
大
化
三
年
は
戊
申
で
は
な
く
丁
未
（
六
四
七
）
年
。
戊
申
の
干
支
を
優
先
す
れ
ば
西
暦
六
四
八
年

で
あ
り
、
己
卯
年
（
天
武
八
年
H

六
七
九
年
）
に
は
満
三
十
年
を
経
過
し
て
寺
封
を
停
止
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
天
武
八
年
は
本
文
に
引

い
た
よ
う
に
、
食
封
を
支
給
さ
れ
て
い
る
寺
の
所
由
を
勘
考
し
て
、
止
め
る
べ
き
も
の
に
つ
い
て
は
停
止
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
年
で
あ

る
。
但
し
、
三
十
年
を
限
っ
て
支
給
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
の
は
翌
天
武
九
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
所
伝
は
全
体
と
し
て
後
世
の
知
識
で

作
文
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。

（
ロ
）
『
日
本
書
紀
』
朱
烏
元
年
八
月
己
丑
条

槍
隈
寺
。
軽
寺
。
大
窪
寺
。
各
封
二
百
戸
↓
限
ニ
舟
年
↓

（
日
）
増
補
六
国
史
『
続
日
本
紀
』
（
昭
和
十
五
年
、
朝
日
新
聞
社
。
昭
和
五
十
七
年
名
著
普
及
会
よ
り
復
刻
刊
行
）
。

（H
）
東
洋
文
庫
四
五
七
『
続
日
本
紀
』
（
直
木
孝
次
郎
他
訳
注
。
平
凡
社
、
一
九
八
六
年
）
。

（
日
）
北
川
和
秀
「
続
日
本
紀
諸
本
の
系
統
」
（
『
学
習
院
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
初
、
一
九
八
四
年
）
。

（
凶
）
前
掲
、
注
（
1
）
参
照
。

（
げ
）
瀧
川
政
次
郎
前
掲
、
注
（
2
）書。

（
時
）
井
上
光
貞
「
日
本
律
令
の
成
立
と
そ
の
注
釈
書
」
（
前
掲
、
注
（
7
）
書
）
。
直
木
孝
次
郎
「
持
統
天
皇
』
（
吉
川
弘
文
館
、

年）。

（
問
）
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
三
月
甲
午
条

法学研究82巻 2号（2009:2) 

190 

一
九
六
O



『続日本紀』大宝元年八月甲辰条について

始
依
ニ
新
令
－
改
ニ
制
官
名
・
位
号
↓

（
初
）
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
四
月
庚
戊
条

遣
ニ
右
大
弁
従
四
位
下
下
毛
野
朝
臣
古
麻
日
等
三
人
一
始
講
ニ
新
令
↓
親
王
・
諸
臣
・
百
官
人
等
、
就
而
習
之
。

（
幻
）
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
六
月
壬
寅
条

令
z
正
七
位
下
道
君
首
名
説
ニ
僧
尼
令
子
大
安
寺
↓

（
勾
）
『
続
日
本
紀
』
大
宝
元
年
六
月
己
酉
条

勅
、
凡
其
庶
務
一
依
ニ
新
令
↓

（
お
）
後
世
の
史
料
で
あ
る
が
、
『
新
抄
格
勅
符
抄
」
神
事
諸
家
封
戸
（
寺
封
部
）
に
は

大
宰
観
音
寺
二
百
戸
丙
戊
年
施
筑
前
国
百
戸
筑
後
百
戸

と
の
記
事
が
み
え
る
。
丙
戊
年
は
天
武
朝
の
朱
烏
元
（
六
八
六
）
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
年
に
施
入
さ
れ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
だ

と
す
る
と
、
や
は
り
朱
烏
元
年
に
食
封
の
施
入
を
受
け
た
注
（
ロ
）
の
諸
寺
や
文
武
三
年
に
施
入
を
受
け
た
山
田
寺
に
つ
い
て
は
触
れ
る
と
こ

ろ
が
な
い
の
に
、
観
世
音
寺
だ
け
が
大
宝
元
年
の
段
階
で
五
年
の
期
限
を
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
不
自
然
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
天
武
紀

朱
烏
元
年
条
に
諸
寺
へ
食
封
を
施
入
し
た
記
事
が
み
え
る
こ
と
を
受
け
て
、
の
ち
に
寺
側
が
こ
の
年
に
仮
託
す
る
寺
伝
を
作
成
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

同
書
で
は
、
崇
福
寺
に
つ
い
て
は
「
百
戸
近
江
国
天
平
宝
字
元
年
施
」
と
す
る
の
み
で
、
大
宝
以
前
の
食
封
施
入
に
つ
い
て
触
れ
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
ま
た
大
安
寺
、
飛
鳥
寺
、
川
原
寺
、
薬
師
寺
に
つ
い
て
は
奨
酉
年
（
天
武
二
年
）
の
食
封
施
入
と
す
る
す
が
、
こ
れ
は
「
大

安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
』
（
『
寧
楽
遺
文
』
）
に
天
武
天
皇
二
年
歳
次
発
酉
に
食
封
七
百
戸
を
施
入
し
た
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他

の
天
武
天
皇
に
縁
が
あ
り
、
歴
史
的
に
同
時
期
に
属
す
る
諸
寺
に
つ
い
て
も
同
様
の
起
源
を
記
し
た
に
過
ぎ
ま
い
。
大
安
寺
に
限
っ
て
も
、

縁
起
で
は
箭
明
天
皇
十
一
年
に
も
食
封
が
施
入
さ
れ
た
こ
と
を
記
す
の
に
、
『
新
抄
格
勅
符
抄
」
で
は
触
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
、
記
事
全
体

の
信
濃
性
に
疑
問
が
も
た
れ
る
の
で
あ
る
。

（M
）
前
掲
、
注
（
4
）
参
照
。

（
お
）
『
続
日
本
紀
』
養
老
七
年
二
月
丁
酉
条

遣
二
僧
満
誓
諮
問
印
刷
帥
上
於
筑
紫
一
令
レ
造
ニ
観
世
音
寺
↓
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（
お
）
「
続
日
本
紀
』
大
宝
二
年
十
月
戊
申
条

頒
ニ
下
律
令
子
天
下
諸
園
↓

同
大
宝
二
年
十
二
月
甲
寅
条

太
上
天
皇
崩
、
遺
詔
、
勿
ニ
素
服
挙
哀
↓
内
外
文
武
官
麓
務
知
レ
常
。
喪
葬
之
事
、
務
従
二
倹
約
↓

192 

＊
『
日
本
書
紀
』
『
扶
桑
略
記
」
は
新
訂
増
補
国
史
大
系
本
を
用
い
、
「
続
日
本
紀
』
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
本
を
用
い
た
。


